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米国の植物工場とバイオテクノロジ一の現状
米国シカゴ郊外の植物工場ファイトファ ームの野菜生産システムは 、 コンペアによる流

れ作業と播種の機械化など 、 一般の工場における生産に近いことが特徴的である。また、

カルフォルニア州サクラメント郊外のカルジ ー ン社では 、 遺伝子操作を行った遺伝子の

注入の技術がすでに実用されておリ 、 新しい作物が創出されている。今後、 植物工場に

適した作物の開発が期待される．

Plant Factory and Bio-technology in U. S. A. 
The plant factory "Phytofarm" located near Chicago runs successfully in terms of 
profitability and technological development. It produces vegetable and herbs in a 
system likened to an automatic factory because of its conveyors and mechanized 
seeding. For Calgene Co., located near Sacramento, California. gene manipulation and 
microinjection are not just experiments. They have put the technologies into practice 
to produce man-made species of vagetable. New species of plants suited for production 
in plant factories will be developed in the near future. 

1 I 農業の先端技術翻査

米国テキサス州サンアントニオで行わ

れた医用電子工学国際会議での発表を機

に、 以下に示す牒業の先端技術について

調査を行った。

①植物生体梢報研究の先端枝術

（デラウェア大学、 メリーランド州）

② 立体栽培を中心とした施股型J幽業

（エプコットセンター
、 フロリダ州）

③ 植物工場の現状

（ファイトファーム、 イリノイ州）

④ パイオテクノロジーの現状

（カルジ ーン社、 カリフォルニア州）

以上のうち 、 特に③と④の濶査内容に

ついて報告する。

21 植物工場の現状

植物工場はコペンハーゲンのクリステ

ンセン炭場をはじめとして1950年代から

欧米で研究が行われ、 世界の注目を集め

てきたが 、 その成功例は極めて少ない。

その中でも、 現在 、 技術的にも収益性の

囲でも注目されている植物工場ファイト

ファ ームを訪問した。

(1)概要

ファイトファ ームオプアメリカ社はシ

カゴ郊外デカルプにあり 、 その主要諸元

は第1表のとおりである。

同植物工場は温奎と人工気象装fかの専

門メーカであるゼネラルミルズ社が設計

し、 建設した。

ファイトファームオプアメリカ社のノ

エル ・ デイビス社長は同社の技師•長であ

ったことから設備を買い取り 、 1983年か

ら個人企業として経営を始め、 今 Fl に至

っている。

(2) 技術的な特徴

ファイトファームは1978年に人工光型

の植物工場として建設された。そのシス

テムはコンペアによる流れ作業と播柚の

機械化など、 工場における生産に近いこ

とが特徴的であった。

その栽培上の技術的特徴は次のとおり

であった．

0播種 播種機の開発

0発芽発芽期間の短縮

0育苗 人工光下での密植栽培

0栽培 成長に応じたスペーシング
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0制御 温．i骰度、 CO2、 養液組成

（コンピュ ータによる制御）

人工光は高圧ナトリウムランプを主体

とし、 蛍光灯によるil、と光を行っている。

スペーシングによる栽培而和の利用率

は2.4倍となっている。

砲力の2/3が照明に使われ、 1/3は照明

に伴う発生熱の除去を主とした冷房に使

われており 、 安価な深夜電力を柏極的に

利用していることが特徴的であった。

なお 、 第 1 図に栽坪室（出口側）の状

況を示した。手前がサラダナ、 奥がサニ

ーレタスである。さらに、 内部にはハ ー

プ（パーンル等）が栽培されていた。

(3) 出荷・販売上の特徴

収穫された作物は、 空気を充満したピ

ニール袋あるいはバックに一部機械化さ

れた流れ作業によって包装され、 ダンポ
ール箱に納められる。製品は“Kitchen
harvest"という商品名で出荷される。

同植物工場の野菜は、 築傷みがな〈 心

消浄であるので、 洗わなくてよいため、

共慟きの主婦からも歓迎されている。ま

た、 病院、 ファーストフード、 レストラ

ンなどのフー ドサービス部門では野菜を

洗うための人件1�が省けるという評価が

定着しており、 晋通の野菜の 2-3 倍の

価格で販売されている。

従って、 同社の収益性のポイントは安

い電気料金と付）J11価値の高い野菜とハー

プの栽培にあると苫える。

なお、 建設コストは6俯円。売り上げ

は 31慈円強である。経費は第 2表のとお

り発表されている。

なお 、 第2図に出荷前のバック化され

た野菜の状況を示した。

3 パイオテクノロジ ーの現状

人工光下での成育に適した作物の開発

など 、 植物工場の今後の動向はパイオテ

クノロジーに兵うところが大と考えられ

る。そこで、 世界的にも注目されている

パイオテクノロジーのペンチャ ー ビジネ

ス、 カルジーン (calgene) 社を訪問し、

現状を調査した。

(1) 概要




